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ニューラルネット（NN）とは，生物の神経回路網を模擬し，脳の情報処理を人工的に実現しよ
うとするものです．ここでは，NN の歴史を簡単に振り返りながら，重要と思われる文献を紹介し
ます．

1958 年に心理学者の Rosenblatt は，パーセプトロンと呼ばれるパターン認識のための学習機械
のモデルを提案しました 1)．パーセプトロンは，脳の情報処理を実現するものと期待され，NN の
研究の第一次ブームを引き起こしました．しかし，1969年にMinskyらがパーセプトロンの限界（線
形分離可能な問題しか解けない）を示した 2)ため，このブームは一旦去ります．その後，1985 年
に Hopfield らがホップフィールドネットワークを提案し，これにより巡回セールスマン問題（セ
ールスマンが各都市を１回ずつ訪問するときの最短経路を求める問題）を解けることを示しました
3)．1986 年に Rumelhart らが多層パーセプトロン（パーセプトロンを多層構造にしたもの）とバッ
クプロパゲーション学習法を提案し，パーセプトロンの限界を解決できることを示しました 4)．こ

れにより，NN の研究の第二次ブームが起き，活発な研究が行われました．Funahashi は，多層パ
ーセプトロンが任意の連続関数を近似可能なモデルであることを理論的に示しています 5)．高い汎

化性能（未学習のパターンに対する性能）を得るために，NN の構造を適切に設計する必要がある
ことが指摘され，Pruning（枝刈り；不要なネットを除去する方法）と呼ばれる手法が数多く提案
されました 6)．LeCunらの提案した OBD7)が有効な手法の１つとされています．

多層パーセプトロンは，様々な分野（例えば，音声処理 8），パターン認識 9），運動制御 10）など）

に応用されています．医療分野では，例えば，コンピュータ支援診断 11)-15)，長時間心電図の情報

圧縮 16)，放射線画像の画質改善 17),18)などへの応用があります．これまでに様々な NN モデルが提
案されており，パターン認識において有用なモデルとして，RBF(Radial Basis Function; 動径基底関
数)ネットワーク 19)やサポートベクターマシン 20)があります．最近では，コンピュータの処理能力

の飛躍的な向上を背景に，画像の画素を直接扱う NN も提案されています．例えば，Fukushima ら
の提案した Neocongnitron21)を簡略化した Shift-invariant NN22)や Convolution NN23)があり，病巣の検

出 24)や分類 25)に応用されています．
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次に，ニューラルネットの教科書を列挙し，それぞれについて内容を簡単に紹介します．
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ニューラルネットによるパターン認識を理解するために役に立つ教科書です．パターン認識
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ニューラルネット関係のハンドブックです．知識・知能情報処理を体系立てて理解したいと

きや，ある技術を大雑把に知りたいときなどに役立つと思います．

36) 平野広美：Cでつくるニューラルネットワーク．パーソナルメディア，東京，(1991)．
ニューラルネットの入門書です．プログラムのソースリストが付いていますので，ニューラ



ルネットを試しに使ってみるのに良いと思います．出版社からのディスクサービスも有りま

す．

ニューラルネットに関する論文と教科書を紹介しました．筆者の勉強不足により，重要な文献

を見落としている可能性がありますが，ご容赦ください．紹介しました文献がご自身の研究に少し

でもお役に立てば幸いです．


